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＜連絡事項＞
・西病棟では2月3日に新型コロナウイルス陽性者が発生し、隔絶対応を行っていましたが、陽性者の療養期間が終了し、新規発生や患者の経過観察期間を設け、全面解除は2月26日12:00となりました。病棟メールで内容の確認をお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・播摩　克子様～ご長女様来院。洗濯物の交換をしています。
・久保　興介様～母来院、本人管理の金銭持参あり。
・向井　敦子様～兄、兄嫁来院。宇津木澤SWより、施設入所に向けた流れについて再度説明。また、前回面談時（2/17）に希望があった三沢・十和田・おいらせのケアマネ事業所や有料の一覧をお渡ししているが、できれば東北町での施設入所を目指したいとの希望あり。既にケアステーション芽生（東北町）に連絡し、2/26（月）に面談を行う予定とのことで入所可能な施設があるか相談してみるとの話あり。

＜要注目患者様＞　
・下口　政子様～病的体験に左右された言動や他者トラブルなく経過。架電要求あるも、施設側の意向を受容して自制できている。
・赤石　陽介様～両下腿の浮腫持続するも、疼痛はやや軽減。他者交流も良好に見られている。不安感の訴えはなし。
・山谷　由香様～日課上、様々な場面で逆上して大声で叫ぶ場面や感情失禁あり。一時的で直ぐに落ち着き、他者との交流は穏やかに見られている。
＜田名部Dr.診察情報＞
・河村　哲久様～夜間は眠れているDr.に報告。幻聴かどうかの区別がつかず、音や声に敏感になっていると訴える。臨時薬ハロペリドール錠0.75㎎ 2 錠  2×/　朝夕食後　明朝から内服開始、7日分処方となる。
・板橋　利美様～胸痛と呼吸苦軽度訴える。臨時薬同内容で7日分処方となる。本人様希望でハップスター1袋処方。
・田中　敬様～指示・処方の変更なし。
・森田　清助様～体が軽くなりました。レストランまで楽に歩けるようになり、不安な時は頓服飲みますと表情明るく話している。2月29日（木）退院で退院調整していく様Dr.指示あり。臨時薬同内容で7日分処方となる。
・赤石　陽介様～十和田市のGHに入所を希望している事を自ら主治医に話している。入所に向けて調整していく様指示あり。
・吉田　守幸様～主治医に睡眠状況問われると「はい、眠れます」とはっきりした口調で話している。先日の鼻出血のため、アドナ錠30㎎ 2 錠  2×/　朝夕食後　明朝から内服開始4日分処方となっている。
・島守　淳様～主治医に幻聴について尋ねられると「ないです」と返答している。臨時薬同内容で7日分処方となる。
・高橋　伸治様～幻聴や誰かに迫られる感覚はなし。最近、夜間中途覚醒すると眠れない日があったが、眠剤は調整せず様子を見たいと希望している。指示・処方の変更なし。
・久保　興介様～メモに記載し持参。Y.N様のDVDデッキの貸し借りで怒られたと訴える。同室のY.A様は作詞・作曲の才能があり感動したと報告している。主治医からは、青山荘の入所は困難でも、今後は階上の施設をはじめとして見学などを進めていき、八戸市内も含めて入所可能な施設を検討していくことを説明している。
・小豆畑　裕介様～先日、「嫌になって、4階で騒いでしまいました」と主治医にご自身で報告している。幻聴について主治医からの質問には納税書、青南病院の固定資産税が‥‥と話しだす。主治医からは、幻聴に惑わされないよう、また2月29日、ハロマンス注射予定であることを説明している。臨時薬同内容で7日分処方となる。
